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RAsCalによる 運転中のリスクの計算

各作業週のSTP 1号機の運転中のリスク、RAsCal Weekly Risk Index、
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は、以下の式で求められる
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この時、 


U
下付き文字は、STPのユニット（1号機または2号機）を表す

W
任意の連続上付き文字は、最初の記録（即ち、第一週の計算値）から続く作業週を表す
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は、作業週中に原子炉が臨界状態になる該当するユニットの時間比
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ICDP



は、当該機の、適用される作業週（日曜日の午前零時から翌週日曜日の午前零時まで）の、RAsCalで計算される炉心損傷確率増分
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は、 以下について補正されるプラント固有のSTP PRAの平均年間 CDF (C)

· 週数

· 1年間のプラントの稼働率


この時、
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 及び

[image: image5.wmf]f


は、PRAの平均モデルで想定される稼働率
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平均年間CDF(
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C


)は、STPの両基に適用される（1号機と2号機間に平均CDFの差はない）ことに留意すること
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ZCDP



は、作業週で補正される、保守なしCDF (ZCDF) 

（即ち、計画される保守寄与割合が除外される）

保守なしリスクも、平均リスク(
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)と同様に、STPの両基で同じ値である
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停止時のリスク



[image: image1.wmf]W


U


ORAM


は、停止時の実際のリスク指標（停止状態の実際のリスクと停止状態の予定されるリスクの比）である
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この時、

· 

[image: image3.wmf]AORAM


は、リスク解析員（Risk Analyst）が提供するORAM（ENTRY FORM 1）から計算される停止時の実際のリスクであり、

· 
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 は、リスク解析員が提供するORAM（ENTRY FORM 1）から計算される停止時の予定されるリスクである

週の総リスク

該当するプラントが燃料取り出しを行わない（即ち、プラントがモード1、2、3、4、5または6のいずれかになる）週を通じた、週の総リスク指標(
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)は、以下の式で求められる
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リスク指標

各基について、燃料取り出しウィンドウを除いた（適宜、燃料取り出しウィンドウを除く = Y）、週の総リスクの

52週平均展開を求める。このリスク指標は、2基の平均展開リスク指標の平均値になる
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